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1. 経営成績等の概況 

(1) 当期の経営成績の概況 

当連結会計年度におけるわが国経済は、一部企業における収益や雇用環境の改善が継続するなど、全体として

緩やかな回復基調となりました。その一方で、米国政権の政策運営や東アジア地域における地政学リスクの顕在化な

どにより世界経済の不確実性は高まっており、先行き不透明な状況で推移しました。 

繊維業界においては、インバウンド需要による消費の下支えが見られましたが、先行き不透明感による消費者の節

約志向・生活防衛意識は依然として根強く、個人消費は引き続き力強さに欠ける状況が続き、企業間競争が一段と

激化するなど、厳しい環境にあります。 

このような状況において当社グループは、2015 年度から 2017 年度までの３年間を実行期間とする中期経営計画

『ＡＴＳＵＧＩ ＶＩＳＩＯＮ ２０１７』の最終年度にあたり、基本戦略として定めた「製造原価の低減」、「強いアツギブランド

の構築」、「営業戦略の強化」、「海外販売の拡大」、「人事戦略の強化」の５つの課題への取り組みを更に推し進めな

がら、原料加工から最終製品までを一貫生産し販売する専業メーカーとしての特性を活かし、価格を上回る価値ある

商品の企画開発と、グループ全社を挙げて効率性アップに取り組み、収益改善に努めてまいりました。 

この結果、当連結会計年度の売上高は 23,963 百万円（前年同期比 2.9％増）、営業利益は 849 百万円（前年同期

比 18.4％減）、経常利益は 832 百万円（前年同期比 24.7％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は 579 百万円

（前年同期比 14.1％減）となりました。 

 

セグメント別の業績を示すと、次の通りであります。 

〔繊維事業〕 

レッグウエア分野は厚手のプレーンタイツなどの季節商品やリブソックスなどが好調に推移したほか、プレーンスト

ッキングを中心としたベーシック商品が堅調に推移したことにより、トレンド性の高い商品の伸び悩みをカバーし、同

分野の売上高は 19,652 百万円（前年同期比 2.6％増）となりました。 

インナーウエア分野はスポーツインナー関連が順調に推移したほか、主力のブラジャーおよびショーツも好調に

推移し、同分野の売上高は 3,084 百万円（前年同期比 6.1％増）となりました。 

これらの結果、繊維事業の売上高は 22,736 百万円（前年同期比 3.1%増）、営業利益は 355 百万円（前年同期比

33.9％減）となりました。 

 

〔不動産事業〕 

保有資産の有効活用などにより、当事業の売上高は 654 百万円（前年同期比 0.5％減）、営業利益は 455 百万円

（前年同期比 4.7%減）となりました。 

 

〔その他〕 

その他の事業につきましては、介護用品は市場環境の変化などにより厳しい状況が続いております。一方で、太

陽光発電による売電が年間を通じて順調に推移しました。これらの結果、当事業の売上高は 572 百万円（前年同期

比 1.5％増）、営業利益は 38 百万円（前年同期比 56.7％増）となりました。 

 

 

(2) 当期の財政状態の概況 

当連結会計年度末における総資産は 58,152 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 988 百万円増加いたしまし

た。主な増減内容は、投資有価証券の増加 1,120 百万円等によるものであります。 

負債の部は9,225百万円となり、前連結会計年度末に比べ254百万円増加いたしました。これは主に、仕入債務の

増加 287 百万円、繰延税金負債の増加 279 百万円および未払法人税等の減少 310 百万円等によるものであります。 

純資産の部は 48,926 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 734 百万円増加いたしました。これは主に、親会社

株主に帰属する当期純利益を 579 百万円計上しましたが、前期決算に係る配当金 487 百万円による減少や、市場買

付等による自己株式の取得による減少 268 百万円、その他の包括利益累計額の増加 909 百万円等によるものであり

ます。 

この結果、当連結会計年度末の自己資本比率は、前連結会計年度末の 84.1％から 83.9％となっております。 
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(3) 当期のキャッシュ･フローの概況 

〔営業活動によるキャッシュ･フロー〕 

営業活動によるキャッシュ･フローは、税金等調整前当期純利益 869 百万円の計上と、減価償却費 1,036 百万円等

がありましたが、法人税等の支払い 490 百万円、売上債権の増加 372 百万円等により、差引 1,110 百万円の収入とな

りました。 

〔投資活動によるキャッシュ･フロー〕 

投資活動によるキャッシュ･フローは、有形固定資産の取得 815 百万円、投資有価証券の売却 298 百万円等により、

403 百万円の支出となりました。 

〔財務活動によるキャッシュ･フロー〕 

財務活動によるキャッシュ･フローは、主に配当金の支払い 483 百万円、自己株式の市場買付等 268 百万円により、

752 百万円の支出となりました。 

この結果、当連結会計年度末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ 20 百万円増加

し、8,442 百万円となりました。 

 

 

 

(4) 今後の見通し 

わが国経済の今後の見通しにつきましては、政府による経済政策などを背景として企業収益や雇用環境の改善が

進み、緩やかな回復が期待されておりますが、海外の政治・経済情勢の不確実性により、引き続き予断を許さない状

況で推移するものと思われます。このような経営環境のもと、当社グループは前中期経営計画の結果を踏まえて、平

成 30 年度から平成 32 年度までの３年間を実行期間とする新中期経営計画『ＡＴＳＵＧＩ ＶＩＳＩＯＮ ２０２０』を策定い

たしました。公表した新たな目標達成に向け、収益構造の改善ならびに企業価値の拡大を図ってまいります。 

以上により、次期（平成 31 年３月期）の連結業績見通しにつきましては、売上高 24,500 百万円（当期（平成 30 年３

月期）は 23,963 百万円）、営業利益 900 百万円（当期は 849 百万円）、経常利益 1,000 百万円（当期は 832 百万円）、

親会社株主に帰属する当期純利益 650 百万円（当期は 579 百万円）を見込んでおります。 

 

 

 

2. 会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性および企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結

財務諸表を作成する方針であります。 

なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。 
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  (5)　連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

   該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

1． 報告セグメントの概要

2． 報告セグメントごとの売上高､利益､資産その他の項目の金額の算定方法

3． 報告セグメントごとの売上高､利益､資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度　（自　平成28年４月１日　　至　　平成29年３月31日）
（単位：百万円）

売上高

その他の項目

54,505

6

計

671

- 32

48 720

297

減価償却費    (注)4

持分法適用会社への
投資額

297 -

32のれんの償却額

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

57

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取
締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものでありま
す。

当社グループは、レッグウエアの製造販売を主要な事業として展開しており、「繊維事業」「不動産事業」を報告
セグメントとしております。
   「繊維事業」は、主にレッグウエア、インナーウエアの製造及び販売を行っております。「不動産事業」は、分譲土
地の購入及び販売、土地及び建物の賃貸事業を行っております。

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は､連結財務諸表作成において採用している会計処理の方法

と概ね同一であります｡報告セグメントの利益は､営業利益ベースの数値であります｡

924

繊維事業

セグメント資産

477

セグメント間の内部売上高
又は振替高

22,72322,066

538

657

22,060

報告セグメント
その他
(注)1

不動産事業

24

23,281657 22,717外部顧客への売上高 23,281

-

44,704

6

9,801

1,015

計

セグメント利益 -

調整額
(注)2

連結
財務諸表
計上額
(注)3

計

1,192 57,163

1,040

23,287 △ 6

1,040

-

△ 6 -- 6

563

23,281563

- 32

1,093

- 32

55,9711,465

111 1,093 -981

2 723 - 723

- 297 - 297
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当連結会計年度　（自　平成29年４月１日　　至　　平成30年３月31日）
（単位：百万円）

(注)1.

2. 調整額の内容は以下のとおりです｡

セグメント資産 （単位：百万円）

※

3. セグメント利益は､連結財務諸表の営業利益と調整を行っております｡

4. 減価償却費には、長期前払費用に係る償却額が含まれております。

（関連情報）

1． 製品及びサービスごとの情報

   セグメント情報に同様の情報を開示しているため､記載を省略しております｡

2． 地域ごとの情報

(1) 売上高

   本邦の外部顧客への売上高が､連結損益計算書の売上高の90%を超えるため､記載を省略しております｡

連結
財務諸表
計上額
(注)3不動産事業 計

報告セグメント
その他
(注)1

計
調整額
(注)2

外部顧客への売上高 22,736 654 23,391

売上高

繊維事業

572

- 23,963

-

572 23,963

-

849

△ 3

セグメント利益 355 455 38

23,966 23,963

810

セグメント間の内部売上高
又は振替高

849 -

計 22,740

3 - 3 3 △ 3

1,135 58,15257,016セグメント資産

654 23,394

1,036-98 1,036

その他の項目

1,37045,161 10,484 55,646

減価償却費    (注)4 882 56 938

32 - 32のれんの償却額

- 83

32-

- 83

32 -

- 917916
有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

719 196

「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり､介護用品の仕入、販売および
太陽光発電による売電であります。

全社資産は､主に報告セグメントに帰属しない､事業再編により閉鎖した工場に係る土地および長期

投資資金(投資有価証券)であります｡

1,192 1,135

持分法適用会社への
投資額

83 - 83

1 917

全社資産

合計 1,192

当連結会計年度

1,135

前連結会計年度
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(2) 有形固定資産

前連結会計年度　（自　平成28年４月１日　　至　　平成29年３月31日）
（単位：百万円）

当連結会計年度　（自　平成29年４月１日　　至　　平成30年３月31日）
（単位：百万円）

3． 主要な顧客ごとの情報

前連結会計年度　（自　平成28年４月１日　　至　　平成29年３月31日）
（単位：百万円）

当連結会計年度　（自　平成29年４月１日　　至　　平成30年３月31日）
（単位：百万円）

（報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報）

前連結会計年度　（自　平成28年４月１日　　至　　平成29年３月31日）

   該当事項はありません。

当連結会計年度　（自　平成29年４月１日　　至　　平成30年３月31日）

   該当事項はありません。

（報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報）

前連結会計年度　（自　平成28年４月１日　　至　　平成29年３月31日）
（単位：百万円）

(注) のれん償却額に関しましては、セグメント情報に同様の情報を開示しているため記載を省略しております。

当連結会計年度　（自　平成29年４月１日　　至　　平成30年３月31日）
（単位：百万円）

(注) のれん償却額に関しましては、セグメント情報に同様の情報を開示しているため記載を省略しております。

（報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報）

   該当事項はありません。

2,863

合計

22,663

中国

日本 中国 合計

25,526

日本

 関連するセグメント名

売上高

3,039

 顧客の名称又は氏名

㈱しまむら

 関連するセグメント名

繊維事業

合計
繊維事業 不動産事業 計

報告セグメント

㈱しまむら

その他

2,713

合計

22,588

 顧客の名称又は氏名 売上高

2,891 25,480

56当期末残高

繊維事業

-

-

報告セグメント
その他 全社･消去

-56

当期末残高

繊維事業 不動産事業

24 -

-

24

計

56

全社･消去

24 -

アツギ株式会社（3529）平成30年3月期　決算短信
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（１株当たり情報）

円 2 銭

円 82 銭

(注) １株当たり当期純利益の算定基礎

（重要な後発事象）

   該当事項はありません。

3,043

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

35

   潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり純資産額

１株当たり当期純利益

-

普通株式の期中平均株式数（千株）

当連結会計年度

当連結会計年度

579

579

16,170

項目

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円）

普通株主に帰属しない金額（百万円）

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益（百万円）

アツギ株式会社（3529）平成30年3月期　決算短信
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